
「木目込み人形」

町の人口
３月 1日現在

人口　 15,763人（－10）

　男　  7,684人（－ 2）

　女　  8,079人（－ 8）

世帯　  4,722戸（－ 2）
（　）は前月との比較

3.22
ＭＡＲ
２０１１

ＮＯ.１０６１

●鮎貝地区公民館ギャラリー
「パッチワーク作品展」（３月30日まで） 
　サークルすみれ（長谷部美根子代表）の皆さんが作り上
げたタペストリーやベッドカバーなどの豪華なものから、
バックなども展示しています。

「あるもの利用の手芸作品展」（４月１日から28日まで）） 
　高橋美智子さん（東田尻）の手芸作品展。使わなくなっ
た布や帯を利用した壁掛けや、しまふくろう、切り絵など、
数10年前から作ってきた作品の数々を展示します。 

４月の業務時間延長日

　４/４,11,18,25

中央公民館展示案内
●１階ロビー

美術コーナー①　　　　 4月1日から5月31日まで

　絵画「金剛力士像」

　　　町に寄贈いただいた作品です

　　　　　　別府忠雄さん（十王出身）

美術コーナー②　　    　3月に引き続き5月8日まで

　「木目込み人形作品展」

　　　木目込み人形教室の皆さんの作品です。

　　　代表　千葉君子さん（荒砥）

●１階フロア－

　書 　須貝仲次さん（高岡）の書
　　　　　　　　　　　　　　  4月1日から5月31日まで

おしらせ版

ギャラリーあんない
４月　デマンドタクシー運行・予約受付カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

① ２

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ９

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ 23

㉔ ㉕ ㉙ ㉗ ㉘ 29 30

▼運　行　日…毎週月曜～金曜日（白抜きの日）
▼予約受付日…日曜～金曜日（丸文字の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。当日午後
　１時以降の便を利用する場合は、当日午前９～ 11 時
　まで予約すれば利用可能です。
▼予約センター（☎ 85 － 0365）
▼受付時間　午前９時～午後５時



��

お
し
ら
せ

固
定
資
産
の
評
価
額
を
縦
覧
し

ま
す

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
縦
覧
は
、
平
成
23
年
度
の
固
定

資
産
税
を
課
税
す
る
基
礎
と
な
る
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
評
価
額
や

面
積
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
大
切
な

権
利
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
、
建
物
の

新
築
、
増
改
築
な
ど
で
家
屋
の
内
容

が
変
わ
ら
れ
た
か
た
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
土
地
に

つ
い
て
は
、
鑑
定
評
価
の
結
果
、
一

部
の
地
域
で
評
価
額
が
下
が
っ
て
い

ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
１
日
（
金
）

　
　
　

～
５
月
31
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
は
除
く
）

▼
ど
こ
で　

税
務
出
納
課
内

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課
資
産

税
係
（
☎
85

－

６
１
３
３
）

浄
化
槽
町
設
置
型
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す

　

町
で
は
、
全
町
に
生
活
排
水
の
処

理
を
図
る
た
め
、
浄
化
槽
地
域
を
町

設
置
型
浄
化
槽
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
設
置
型
浄
化
槽
は
、
個
人
か
ら

工
事
分
担
金
を
い
た
だ
き
、
宅
地
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
も
の
で
、
維

持
管
理
に
つ
い
て
も
町
が
使
用
料
を

い
た
だ
き
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
浄
化
槽
工
事
を
予
定

し
て
い
る
か
た
は
以
下
に
よ
り
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

個
人
住
宅
に
加
え
、公
共
施
設（
公

民
館
分
館
な
ど
）
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
な
お
排
水
設
備
工
事
を
行
う
と

き
は
融
資
の
あ
っ
旋
と
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
平
成
23
年
度
の
申
請
に
つ
い
て

○
対
象
と
な
る
地
域　

公
共
下
水
道

認
可
区
域
以
外
及
び
農
業
集
落
排
水

実
施
区
域
以
外
の
個
人
住
宅
及
び
公

共
施
設

○
申
請
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

～
12
月
16
日（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道

課
下
水
道
係
（
☎
85

－

６
１
３
８
）

新
入
学
児
童
（
園
児
）
の
交
通

事
故
防
止
強
調
旬
間

▼
目
的

　

交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
で
あ
る
新

入
学
児
童
（
園
児
）
の
た
め
に
交
通

安
全
指
導
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、

県
民
全
体
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
こ
と
。

▼
実
施
期
間　

４
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
４
月
15
日
（
金
）

▼
運
動
の
重
点　

新
入
学
児
童
（
園

児
）
の
交
通
事
故
防
止

■
山
形
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

平
成
23
年
山
形
県
春
季
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
と
５
月
は
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
と
か
ら
、
例
年
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
た
き
火
・
火
入
れ

な
ど
を
行
う
と
き
は
、
消
火
の
た
め

の
水
な
ど
を
準
備
し
、
風
の
強
い
日

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間　

４
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
４
月
22
日
（
金
）

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お

済
で
す
か

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限

が
５
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火

災
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
、
早
め

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
最
近
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警

　

報
器
の
訪
問
販
売
が
増
え
て
い
ま

　

す
。
高
額
な
値
段
で
販
売
し
て
い

　

る
よ
う
で
す
の
で
、
訪
問
販
売
に

　

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署
白
鷹
分
署

（
☎
85

－

５
２
４
２
）

あ
ゆ
み
の
園
発
「
地
域
交
流
会
」

の
ご
案
内

　

元
山
形
大
学
学
長
を
講
師
に
招
い

て
「
地
域
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

利
用
者
ご
家
族
・
福
祉
関
係
者
を

問
わ
ず
、
興
味
の
あ
る
か
た
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
み
の
園　

１
階
リ

ハ
ビ
リ
室

▼
テ
ー
マ
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
草
木
塔
」

～
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
白
鷹
町
へ
～

▼
講
師　

仙
道
富
士
郎　

氏

（
元
山
形
大
学
学
長
、
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

医
療
法
人
社
団
法

人
聰
明
会
（
☎
85

－

５
６
７
８
）

企
画
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度
や
ま
が
た
社
会
貢
献
基

金
協
働
助
成
事
業
（
一
般
型
）

　

県
政
課
題
の
解
決
に
資
す
る
事
業

の
企
画
・
提
案
を
募
集
し
、
審
査
を

経
て
採
択
し
補
助
し
ま
す
。

▼
提
案
部
門

①
地
域
や
社
会
の
課
題
を
ふ
ま
え
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
設
定
す
る
「
自
由
提
案
部
門
」

②
県
が
提
示
す
る
「
県
政
課
題
部
門
」

▼
応
募
団
体
の
資
格　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ま
た
は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
原
則
１
年

以
上
県
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
。

▼
補
助
予
定
額　

50
万
円
以
内
／
件

▼
採
択
予
定

①
自
由
提
案
部
門　

３
件
程
度

②
県
政
課
題
部
門　

９
件
程
度

▼
募
集
締
切　

４
月
13
日
（
水
）

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（h

ttp
://w

w
w

.p
ref.

yam
agata.jp

/kifu
/

）

■
問
い
合
わ
せ　

県
生
活
環
境
部
生

活
文
化
課
県
民
活
動
推
進
室

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
１
２
２
）

☎85－2111( 代表）

ちょうりじょうゆうびん～おしらせ版～

　今年は例年にない大雪で、春の訪れが一層嬉しく感じられる

ようです。

　入学、進級されるお子さんをお持ちのご家庭では、慌ただし

さの中にも活気のある毎日を過ごされていることと思います。

　町の学校給食では、子どもたちの充実した学校生活のため、

衛生面に配慮したおいしい給食を提供すると同時に、食の教育

年間指導計画を作成し、給食を教材として郷土・地域の伝統食

・行事食といった、食文化の継承を大きな柱として取り組んで

います。

　４月は、地元の食材を使って、入学・進級お祝い献立『ハレ

食』を実施します。楽しい雰囲気の中で食事をとることにより、

新１年生が無理なく給食に溶け込めるよう手助けするとともに、

自分たちの成長を見守ってくれている周囲のかたがたに感謝す

る気持ちも育てたいと思っています。

◇ おらほの食材 ◇　くきたち、きゅうり、キャベツ
※このほか毎日牛乳が１本付きます。　※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

４月の学校給食献立表
８ 11 12 13 14 15 18 19
金 月 火 水 木 金 月 火
ご
は
ん
、
あ
じ
の
南
蛮
漬
け
、
磯

香
あ
え
、
じ
ゃ
が
い
も
と
玉
ね
ぎ

の
み
そ
汁
、
オ
レ
ン
ジ

ご
は
ん
、
焼
き
餃
子
、
カ
ミ
カ
ミ

サ
ラ
ダ
、
厚
揚
げ
の
み
そ
汁
、
チ

ー
ズ
納
豆

肉
ど
ん
ぶ
り
、
調
理
場
の
さ
ざ
波

漬
け
、
な
め
こ
の
み
そ
汁

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
蔵
王
山
麓
ミ
ル
ク

の
グ
ラ
タ
ン
コ
ロ
ッ
ケ
、
ひ
じ
き

サ
ラ
ダ
、
春
野
菜
の
ス
ー
プ
、
い

ち
ご
ジ
ャ
ム

ご
は
ん
、
赤
魚
白
醤
油
漬
け
、
ご

ん
ぼ
い
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁

入
学
・
進
級
お
祝
い
献
立
…
お
祝

い
ご
飯
（
古
代
米
）、
鶏
肉
の
レ

モ
ン
漬
け
、
ひ
や
し
る
、
す
ま
し

汁
、
デ
ザ
ー
ト

ご
は
ん
、
ス
コ
ッ
チ
エ
ッ
グ
、
す

き
昆
布
煮
、
緑
黄
色
野
菜
の
み
そ

汁 ご
は
ん
、
わ
か
さ
ぎ
フ
リ
ッ
タ
ー
、

肉
じ
ゃ
が
、
わ
か
め
の
み
そ
汁

20 21 22 25 26 27 28
水 木 金 月 火 水 木
食
パ
ン
、
ポ
テ
ト
カ
ッ
プ
グ
ラ
タ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
と
コ
ー
ン
の
ゴ
マ
ド
レ
サ

ラ
ダ
、
豆
腐
と
え
び
の
ス
ー
プ
、
チ

ョ
コ
ク
リ
ー
ム

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
い
か
ナ
ゲ
ッ
ト
、

チ
ー
ズ
ｉ
ｎ
サ
ラ
ダ

ご
は
ん
、
焼
き
魚
、
き
ん
ぴ
ら
カ
レ

ー
ポ
テ
ト
、
根
菜
の
ご
ま
汁
、
ミ
ル

メ
ー
ク
コ
ー
ヒ
ー

お
花
見
献
立
…
ご
は
ん
、
鳥
の
か
ら

揚
げ
、
菜
の
花
あ
え
、
か
に
玉
ス
ー
プ
、

桜
も
ち

ご
は
ん
、
白
身
魚
フ
ラ
イ
・
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
、
野
菜
梅
風
味
、
星
の
麩

の
み
そ
汁

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー

キ
、
ア
ス
パ
ラ
入
り
サ
ラ
ダ
、
ク
ラ

ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ジ

ャ
ム

ポ
ー
ク
カ
レ
ー
、
白
花
豆
の
コ
ロ
ッ

ケ
、
ミ
モ
ザ
サ
ラ
ダ

　
図書館だより

■わたしが薦める１冊

　　　　　　　◇教育委員会委員長　丸川　恵子
　『母（オモニ）』　　姜 尚 中　著　　山と渓谷社　

　マスコミにも登場する東大教授の姜尚中が、亡き母の波乱

の生涯とその時代に生きた人々を生き生きと描いた作品です。

　戦中戦後の混乱や在日韓国人としての苦労にもめげず、苦

しい時、哀しい時は祖母から教わった ｢茶摘 ｣の歌を歌い、

｢なんとかなるばい ｣といって明るく乗り越えてきた母。日

本語の読み・書き・会話もままならないのに、血の出るよう

な苦労を重ね、異郷の地で生活の基盤を作ってきた母。在日

韓国人の生き様や著者の母への思いが、やわらかい語り口で

描かれています。

　最後の場面は、字の書けない母の遺言とも言えるテープの

話で締めくくられていますが、熊本弁での母の語りはとても

温かく、胸にこみ上げてくるものがあります。感動の作品 ｢

母（オモニ）｣を、皆さんも是非読んでみてください。

■今月の新購入図書　　ここに掲載しているものは一部です。

第288回　おはなしの会
　４月２日　土曜　午前10時～　場所：図書館
　紙芝居や読み聞かせをおこないます。皆さんでおいでくだ
さい。待ってます。
　◎４月の休館日　　４、１１、１７、２５日

情報のページ 町のホームページ
http://www.town.shirataka.yamagata.jp

書　　名 著　者　名 出　版　社
佐野洋子対談集人生のきほん 佐野　洋子 講談社

33 人チリ落盤事故の奇跡と真実 マヌエル・
ピノ・トロ 主婦の友社

仕事がない 増田　明利 平凡社
集落再生 大西　　隆 ぎょうせい
消防法 山田信亮　編 ナツメ社
誰が日本をここまで不幸にしたか 佐高　　信 毎日新聞社
認知症・アルツハイマー病 杉山孝博　監 PHP 研究社
ひとり暮らし 100 人のリアル家計簿 主婦と生活社
百萬遍流転旋転　上・下 花村　万月 新潮社
仏像を彫りませんか 吉川　瑞慶 日貿出版社
万葉仮名でよむ『万葉集』 石川　九楊 岩波書店

70歳以上75歳未満のかたで
国民健康保険高齢受給者証

をお持ちの皆さんへ

●70歳以上75歳未満のかたの窓口負担について
　70歳以上75歳未満のかたが医療を受けたときの自己負担
割合は、平成23年４月から２割負担に見直されることとな
っていましたが、平成23年４月から平成24年３月までの１
年間、１割負担に据え置かれることになりました。

※高齢受給者証の一部負担金割合欄の記載が変わります。
『２割（平成23年３月31日までは１割）』

『２割（平成24年３月31日までは１割）』

●高齢受給者証の送付について
　３月下旬に郵送します。
　４月から受診する際は、この高齢受給者証を医療機関に
提示してください。

※３割負担のかた、後期高齢者医療制度の対象となる一定
　の障害認定を受けたかたは除きます。
※有効期限は平成23年７月31日までです。所得状況によっ
　て、負担割合がかわるため、８月に負担割合を新たに判
　定し、７月中旬に再度お送りします。

■問い合わせ　町民課国保医療係（☎85－6130）
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施設名 指定管理者 管理期間

白鷹町斎場 有限会社セイノヤ

いずれも
平成23年４月１日
～平成28年３月31日

白鷹スカイパーク 有限会社トントンとんび

白鷹町ヤナ公園 白鷹観光開発株式会社
白鷹町文化交流センター
（あゆーむ）

あゆーむ運営管理
共同企業体

荒砥駅前交流施設
（集会施設に限る） 八幡２町内

白鷹町鮎貝ふれあい広場
（コミュニティーセン  
　ターに限る）

鮎貝第１町内

町有施設の指定管理者を紹介します
（平成 23 ～ 27 年度）

　平成 22 年度で指定管理期間が終了する施設等の平成 23 年度からの
指定管理者が決定しましたのでお知らせいたします。

●
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中
止
に
つ
い
て
…
広
報
し
ら
た
か
３
月
14
日
号
「
情
報
あ
ら
か
る
と
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
は
、「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

「事業イベント・施設」情報
　３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の影響で、中止ま
たは延期される「事業イベント・施設」などがありますのでお
知らせします。

○中　止
期　日 事業・イベント 会 場

３月25日 革靴展示即売会 あゆーむ
３月26日 少年少女合唱団第１回定期演奏会 あゆーむ
３月26日 三味線と胡弓の調べ（※） あゆーむ

（※）チケットの払い戻しをいたしますので、あゆーむまでご連
　　絡ください。（☎85－9071）

○延　期（日程は未定）
期　日 事業・イベント 会　場

４月３日 崎元譲ハーモニカリサイタル あゆーむ

○その他
▼県立図書館のインターネットでの予約貸出と総合貸借は当分
　の間できません。（開館時間午前９時～午後５時）
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子育て支援センター
４月のあそび広場

（時間　午前９時30分～ 12時）
【赤ちゃん広場（火・水曜日）】
　▼会場　健康福祉センター
　５日、６日、12日、13日、19日、20日
　26日、27日
【すこやかあそび広場】
　▼会場　健康福祉センター
　７日、21日、28日
　▼会場　ハーモニープラザ
　８日、15日、22日
　▼会場　荒砥地区公民館
　14日
【地区広場（月曜日）】
　　11日　　　　蚕桑地区公民館
　　18日　　　　東根地区公民館
　　25日　　　　萩野ふれあい館
【午後の広場】
　▼会場　健康福祉センター
　▼時間　午後１時30分～３時30分
　　毎週月・木・金曜日
　　毎週火・水曜日（サークル広場）
【絵本読み聞かせ講座】
　　22日　鮎貝ハーモニープラザ
　　　　　午前11時～
【赤ちゃん広場身体測定】
　　５日　健康福祉センター
【すこやか広場身体測定】
　　７日　健康福祉センター
※子育て相談は随時受け付けます。
■問い合わせ　健康福祉課
　子育て支援センター（☎86－0212）
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４月

期　日 健　診 対　象　児
６日
（水）

3 カ月児 平成 22 年 12 月生まれ
9 カ月児 平成 22 年６月生まれ

28日
（木） ３ 歳 児 平成 19 年 10 月１日～11 月 20 日生まれ

「結婚相談室」の開設
▼いつ　４月12日（火）午後１時～５時
▼どこで　老人福祉センター
▼相談料　無料
＊事前に連絡があれば、相談時間など調整
　します。プライバシー厳守。
■問い合わせ
　産業振興課商工振興係（☎85－6136）

農業委員会のお知らせ
●４月の農業委員会総会開催日
　　　４月25日（月）午後３時～
●農地法関係の申請締め切り日
　　　４月11日（月）
■問い合わせ
　農業委員会農地調整係（☎85－6128）

生活相談所の相談日
４月６日（水）弁護士相談及び一般相談
４月20日（水）一般相談
▼会場：老人福祉センター
▼時間：午後１時30分から３時30分まで
▼弁護士：安部  敏　氏
＊弁護士相談は先着順になりますので、お
　早めにご予約ください。相談は無料。
■問い合わせ
　白鷹町社会福祉協議会（☎86－0150）

母子健康手帳の交付
お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付いたしますが、保健師が留守の
場合がありますので事前に電話などでご連
絡ください。
●場所　健康福祉センター

赤ちゃん健診
●日程

●会場　健康福祉センター
●内容と受付時間
　３カ月児…昼12時30分～１時
　９カ月児…午後１時～１時20分
　３歳児　…昼12時30分～１時25分
●持ち物
母子健康手帳、バスタオル、問診票（３カ
月・９カ月児は事前に配布、３歳児は郵送）、
予防接種予診票綴（３カ月児）
●注意
①乳幼児問診票と母子健康手帳の「保護者
　の記録」を必ず記入しておいでください。
②３歳児健診のかたは郵送する問診票で指
　定された時間においでください。
③待ち時間を少なくするため受付時間をず
　らしていますので、ご協力ください。
④お子さんが、当日具合が悪かったり、１
　週間以内に人にうつる可能性のある病気
　（みずぼうそう、インフルエンザ、突発
　性発

ほ っ

疹
し ん

、とびひなど）にかかったりした
　ときは事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種
小児マヒの予防のため、接種を行っていま
す。
●日程　４月12日（火）　　　
●受付時間　午後１時～１時20分
●会場　健康福祉センター

●対象
１回目を受けるかた
　　…平成22年５月と６月生まれ
２回目を受けるかた
　　…平成21年９月と10月生まれ
＊対象以外で接種希望のかたは前日までお
電話でお申し込みください。
●持ち物　母子健康手帳、予防接種予診票

日本語の通訳が必要なかたへ
　母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にご連絡ください。

すこやか子ども何でも相談
●随時相談をお受けしています。
●お子さんの健康や育児のことなど、どん
な小さなことでも一人で悩まず、ご相談く
ださい。

こころの健康相談
●随時相談をお受けしています。
●内容　最近眠れない、気分が落ちこむな
　ど心の健康でお悩みのかた、誰かに話を
　するだけで楽になれる場合もあります。
　ご相談ください。

らくらくスマイル教室
　健康づくりのための体操教室です ｡ 日頃
の運動不足・ストレス解消のため、ぜひご
参加ください ｡
●４月の日程・内容
昼の部◇５日（火）、19日（火）
　　　◇午後１時30分～３時
　　　◇メタボ対策！筋力向上トレーニン
　　　　グ、全身をほぐすストレッチほか
夜の部◇13日（水）、27日（水）
　　　◇午後７時～８時30分
　　　◇ストレッチ、スロートレーニング、
　　　　体力レベルチェック、バランスエ
　　　　クササイズ
■申込・問い合わせ
　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンについて
～平成23年３月11日現在の状況をお知らせします～

○子宮頸がん予防ワクチン
　子宮頸がん予防ワクチンは供給不足のため、新規の接種予約ができない状
況です。時期は未定ですが、ワクチンが供給されれば、接種予約ができるよ
うになります。（１回目の接種をしたかたは予定通り接種を進めてください。）
　当初、平成22年度で高校１～３年生のかたが接種を希望する場合、年度内
に少なくても１回の接種をすることが助成の条件でしたが、ワクチン不足を
受け、当面の間、年度内に接種できなかった場合も費用の助成を受けられる
ことになりました。対象のかたには詳しい案内を郵送していますのでご確認
ください。

○ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
　上記２ワクチン及びその他の予防接種との同時接種後の死亡例報告があり、
現在ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンの接種を一時見合わせています。
（この２つのワクチン以外の予防接種は今まで同様に接種できます。）

○今後の予定
　子宮頸がん予防ワクチンの供給状況や、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワ
クチンの再開時期については、町広報紙、ホームページでもお知らせします。
　なお、不明な点は担当までお問い合わせください。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）


